テクストの「言葉レベル」の解釈に着目した片山実践（1994）についての考察－「トランザクション対話」による教室談話の相互作用分析を通して－ by 千種, 彰典
－ 111－
*    兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科学生（Doctoral program student of the Joint Graduate School in Science of School
　    Education， Hyogo University of Teacher Education）
















































（平成 29 年 6 月 13 日受付，平成 29 年 12 月 4 日受理）
Consideration about the Katayama’s Practice(1994) Who 
Focus on Interpretation of “the Word Level” in the Text：
 Through the Interaction Analysis of Talks in the Classroom by “the Transactive Discussion”
AKINORI Chigusa *
　　It is the literary class for six graders to take up in this study. It's considered about the interpretation change in "the word level" 
by the interaction analysis of talks in the classroom.  It was analyzed based on "the transactive discussion " to classify the form of the 
utterance negotiations as study method. "Representational transaction" such as a claim, the diﬀerent way of saying was frequent , and 
"operational transaction" such as expansion, the contradiction appears in the class latter half．Because there is "the progressive link" of 
the remark in the latter half, it is revealed that the quality of the interpretation of "the word level" of the remark judging from interaction 





















































































































































































































































































































































































































































































































































―  注  ―
 1 　文献リストは以下の文献から作成した。（98 文献）
　<1967 年 6 月 -1976 年 9 月 >11 文献
1）　東和男編『文学教材の実践・研究文献目録』金曜
会（国語教室臨時創刊号私家版），1977
　<1976 年―1981 年 9 月 >20 文献
2）　浜本純逸・浜本宏子編『文学教材の実践・研究文
献目録』渓水社，1982
　<1981 年 10 月 -1986 年 9 月 >30 文献
3）　浜本純逸・浜本宏子・藤原康智編『文学教材の実践・
研究文献目録（三）』渓水社，1986
　<1971 年 -1981 年 >9 文献
4）　浜本純逸・森田信義・東和男編『作品別・文学教
育実践史事典』明治図書，1983
　<1968 年 -1984 年 >7 文献
5）　浜本純逸・東和男・今林久編『作品別・文学教
育実践史事典第 2 集 - 小学校編』明治図書，pp.235-
242，1988
　<1985 年 -2001 年 >14 文献
6）　藤井知弘「宮沢賢治「やまなし」の授業実践史」
藤原顕『文学の授業づくりハンドブック第 3 巻 - 授業
実践史をふまえて -』，渓水社，pp.105-121，2010 
































「授業研究の会」主催の公開研究集会（第 16 回・2012 年）
















（ 1 ） 勝野頼彦『教育課程の編成に関する基礎的研究　報
告書 7　資質や能力の包括的育成に向けた教育課程の基
準の原理』国立教育政策研究所，pp.15-126，2014
（ 2 ）  中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会
    『次期学習指導要領に向けたこれまでの審議のまとめ』
（平成 28 年 8 月教育課程部会資料），pp.115-126，2016
（ 3 ） 奈須正裕『「資質・能力」と学びのメカニズム』東洋
館出版，pp.116-141，2017




         田近洵一『創造の＜読み＞新論 －文学の＜読み＞の
再生を求めて』東洋館出版，p.145，2013
（ 5 ） 佐藤公治『認知心理学から見た読みの世界　－対話
と共同的学習をめざして－』北大路書房，p.168，1996
（ 6 ） 松本修「状況の文脈を「資源」とした読みとその交
流の可能性」『国語科教育』58，pp.10-17，2005
（ 7 ） 松本修『文学の読みと交流のナラトロジー』東洋館
出版，p.91，2006
（ 8 ） 宮坂義彦「文学の授業方法」授業研究の会　講演資料，
2014




































（22）  Berkowi tz ,M.W. , .& Gibbs , J .C．Measur ing  the 
developmental features of moral discussion．Merrill-Palmer 























（33） 三橋功一「第 1 章 日本における授業研究の系譜図の
概観」，『日本における授業研究の方法論の体系化と系
譜に関する開発研究』京都大学高等教育教授システム
開発センター，pp.7-23，2003
―注２　補充資料―
＜①主題追究型＞ 7 文献
加藤捷三「「やまなし」の授業」西郷竹彦・文芸教育研
究協議会編『文芸の授業　小学校 6 年』明治図書，
pp.158-187，1980
雁坂明『授業ハンドブック１　物語やまなし全発問・全
記録』ルック，2004
－ 123－
西郷竹彦『西郷竹彦文芸教育著作集 34 宮沢賢治の世界』
明治図書，pp.17-290，1975
西郷竹彦「宮沢賢治を授業する」『文芸教育』54，明治図書，
pp.110-134，1991
西郷竹彦・山中吾郎『文芸研の授業①　文芸教材編「や
まなし」の授業』明治図書，2003
鈴木昭治郎「一人ひとりの読みを生かす授業の組織化」『実
践国語研究』9，明治図書，pp.99-103，1978
吉丸蓉子「文学教材の研究と授業④　宮沢賢治「やまなし」
の教材研究と全授業記録」全国国語教育実践研究会編
『実践国語研究別冊』73，明治図書，pp.60-196，1987
＜②分析批評型＞ 3 文献
石黒修「「やまなし」を「分析批評」で教える」『教育科
学国語教育』，390，明治図書，pp.148-155，1988
佐々木俊幸・西尾一『分析批評による「やまなし」への道』
明治図書，1986
向山洋一『「やまなし」授業解説完本第３巻　授業記録：
やまなし生と死の世界』東京教育技術研究所，1999
＜③イメージ尊重型＞ 7 文献
江森利公『読解力を高める文学的文章の指導　高学年』
東洋館出版，pp.85-86，2006
加藤町子「やまなし」甲斐睦朗編『語句に着目した読み
方指導　文学教材小学校 5･6 年』明治図書，pp.95-120，
1991
渋谷孝・市毛勝雄編『読み方授業のための教材分析小学 6
年』明治図書，pp.31-39，1983
田中彰・桐谷一夫・相原貴「やまなし」全国国語教育実
践研究会編『子どもの発想を生かす　物語重要教材の
授業　小学校 6 年』明治図書，pp.45-58，1994
原宏『授業に生きる宮澤賢治』図書文化社，pp.70-79，
1996
東和男「「やまなし」（光村）の学習指導」輿水実編『到
達基準を明確にした国語科授業小学校 6 年』明治図書，
pp.87-102，1981
平川政男「「やまなし」の授業（宮沢賢治）」『感動の文学
教育Ⅲ』鳩の森書房，pp.194-219，1976
＜④叙述表現検討型＞ 4 文献
くわ原昭徳・岡村憲徳「国語科・文芸教材における指導
の構造化―6 年「やまなし」（宮沢賢治作）授業を実例
として」『研究紀要』1（教育実践総合センター）， pp.1-
23，1989
今野和賀子・篠原京子「この教材でこの言語技術を教え
る」，渋谷孝・市毛勝雄編『実践言語技術教育シリーズ
小学校編第 12 巻やまなし』明治図書，pp.32-37，pp.70-
73，2002
望月善治「資料＝授業記録『やまなし』（宮沢賢治）」『教
育工学研究』9（岩手大学教育学部附属教育工学セン
ター），pp.97-109，1997
片山遙・授業研究の会編『自ら学び自ら考える授業シリー
ズ国語　やまなし（宮沢賢治）6 年』一莖書房，2000　
